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がんの転移は、複数ステップからなる複雑な現象である。転移がん
は無秩序に遠隔組織に移動し、容易に増殖拡大するイメージがある
が、実際にはがん細胞にとっても、長くて困難な道のりと捉えることが
できる。一連の転移過程において、がん細胞はこれまで局在していた
部位（原発巣）とは全く異なる環境（転移組織）に移動し、その新天地
で生き残り、増殖を再開しなければならない。このストレスの多い道
のりを、がん細胞はどのように乗り越えるのだろうか。

本講演では、転移組織でがん細胞をサポートする微小環境「転移
ニッチ」について、私たちの最近の知見を紹介する。特に、転移ニッチ
における血管の機能とそれを制御する細胞外マトリックスの話を中心
に、転移を抑制するためのアプローチ方法を議論したい。

本セミナーは医学研究科大学院生の単位認定、歯学研究科リカレント認定です。

多くの先生方、大学院生の皆さんの参加をお待ちしております。

がんプロフェッショナル養成コース対象セミナー


